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Ⅲ．申請書等の作成方法について

＊記載例１　工事経歴書記載例 （元請工事で軽微な工事が 10件に達した場合）

＊記載例 2　工事経歴書記載例 （全体で軽微な工事が 10件に達した場合）

１．軽微な工事について１０件を超える部分は記載不要
ページごとの元請工事に係る
完成工事高の合計額(A～K）

B～Kの件数≦１０件

全ての完成工事高の合計額 元請工事に係る完成工事高の合計額

ページごとの完成工事高の合計額（A～M）

２．記載額が全ての完成工事高の合計額の7割を超えたため記載終了

①
元
請
工
事
の
7
割
部
分
に
係
る
完
成
工
事

②
下
請
工
事
に
係
る
完
成
工
事

軽微な工事

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

ページごとの元請工事に係る
完成工事高の合計額(A～C＋J）

B・C＋F～Mの件数≦１０件

全ての完成工事高の合計額 元請工事に係る完成工事高の合計額

ページごとの完成工事高の合計額（A～M）

２．軽微な工事が１０件に達したため記載終了
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記載要領：P38

１．元請工事に係る完成工事の合計額の7割超まで記載
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Ⅲ．申請書等の作成方法について

＊記載例 3　工事経歴書記載例 （全ての完成工事高の合計額 7割に達した場合）

２．記載額が全ての完成工事高の合計額の７割を超えたため記載終了

ページごとの元請工事に係る完成工事高の合計額（A+B+C）

A～Cの合計額 ≧ Yの7割

A～ Iの合計額 ≧ Xの7割

全ての完成工事高の合計額 元請工事に係る完成工事高の合計額

ページごとの完成工事高の合計額（A～I）軽微な工事
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記載要領：P38

■工事経歴書を作成する際の注意事項・・・
・「工事名」の欄の工事名称は、請負契約書等に記載されている工事名称を、そのまま正確に記載して下さい（契約書記載の工事名称を勝手
に略したり、変更したりしてはいけません）。
・「配置技術者」の欄は、完成工事について、工事現場に置かれた技術者の氏名及び主任技術者又は監理技術者の別を記載して下さい。ま
た、当該工事の施工中に配置技術者の変更があった場合には、変更前の者も含むすべての者を記載して下さい。
・「請負代金の額」の欄は、共同企業体（JV）として行った工事については、共同企業体全体の請負代金の額に出資の割合を乗じた額（甲型）
又は分担した工事の額（乙型）を記載して下さい。
また、工事進行基準を採用している場合には、「請負代金の額」の欄に、当該工事進行基準が適用される完成工事について、その完成工事
高を（　）書きで付記して下さい。
・「小計」の欄は、ページごとの完成工事の件数の合計並びに完成工事及びそのうちの元請工事に係る請負代金の額の合計及び「プレストレ
ストコンクリート工事」、「法面処理工事」又は「鋼橋上部工事」について請負代金の額を区分して記載した額の合計を記載して下さい。
・「合計」の欄は、最終ページにおいて、すべての完成工事の件数の合計並びに完成工事及びそのうちの元請工事に係る請負代金の額の合
計及び「プレストレストコンクリート工事」、「法面処理工事」又は「鋼橋上部工事」について請負代金の額を区分して記載した額の合計を記載
すること。

ポイント！ポイント！ポイント！

１．元請工事に係る完成工事の合計額の7割超まで記載


